アンモナイトとオウムガイ by 後藤 道治
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私にちは文昔に絶滅してし宮っに生き物℃、今生ぎているものの
中で似た姿かたちをしているもの℃を且較してたの生き物力‘℃(J) ぷ
うにして生きてい仁のかを考たるこ℃ができ姦芍。
子力や勺J の仲間に近緑認アンモす了卜開は、今かわ約4徳年前
かち約650 万年前度での闘世界中の海にたくさんすんでいきしヒ．
このぷうfふアンモすイトザどのようtc¥ 生活をしていたのが（こついて
はこn吉てほ℃ん℃わかってい芸ビ人てした。 しかし、最近の
研究にぷって、次第に明わ弁に「Jリつつあ()ます。
アソモプ了卜の揚合、最も似た生き物にオつムカ‘イの仲闘『あり
言す。 ワコむイカのイ刊馴遠い親戚にあにリ、下の図のようf具形
をしていま万。 南西太平洋のフィリピンかhジャ汀島、オー スト
ラリアも経て、ワモア島に歪る賤力‘い海の木深IO m. ,..__, 5 0 加の℃
ころにすんでい忠す。 夜行性で、工ビ詰℃の甲力‘く頬を好んで
食べ‘るようです。
こrJ) さう目オウム弁イについて、今まで‘わ方‘わ闊いこと弁‘た＜
さんあリ古した． ℃のようにして浮いにリ沈んビりすQ([) かも
その一つでしに. こ(/)疑問はアンモプイ トについても同じこ℃
が言たます。 以痢、オウム打r'1 の当き沈占は潜水瘤(J) ように殻
の中の打スの圧力の加浪で行われていゐ℃考えられていたこ℃も
ぁIJぎした邦、研究の結果、体の比壷が滉末℃ほぼ固じか‘やや大
きいこ℃力も、吸った遡水をろう℃ じ届汁）かけ嘩射合せるだけ
で浮き沈みができる囚うです。 また、汰ぐ時も滉水をn彰付させ
て泳ぎ、 そ(/)速ざさ楚 秒約数国""25cm. で休を握リう{/)ように前
悛に振って進占ばす． 進行方向は、ろう℃包曲げるこ℃によっ
て変たるこ℃ザで合、痢進もできぎす．
おそわくアンモす1 卜もオウム弁了のように文昔の遡包ゆっ-<
I) ℃沫ぎ、囲にはエビ且℃の動物包補らえて食べ‘ていた℃思われ
きす。 こ礼かわ先、オウムザイの生活や行動をさりこ詳しく親
案し、デー ワも集めるこ℃で、アンモナイトカ叱‘どのさうにして生
きていにのかを景く知ることザできるでしよう． 辱
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